
令和令和令和令和４４４４年年年年度「県立学校による地域との協働推進事業」実施報告書度「県立学校による地域との協働推進事業」実施報告書度「県立学校による地域との協働推進事業」実施報告書度「県立学校による地域との協働推進事業」実施報告書    番 号 ２５２５２５２５    学 校 名 法隆寺国際高等法隆寺国際高等法隆寺国際高等法隆寺国際高等学校学校学校学校     １．事業内容について 取組・活動・事業名等     ユネスコフォーラム２０２３ユネスコフォーラム２０２３ユネスコフォーラム２０２３ユネスコフォーラム２０２３    教育課程上の位置付け・ 目標又は活動のねらい     歴史文化科３年生が、課題研究や専門科目の学習に取り組んだ歴史文化科３年生が、課題研究や専門科目の学習に取り組んだ歴史文化科３年生が、課題研究や専門科目の学習に取り組んだ歴史文化科３年生が、課題研究や専門科目の学習に取り組んだ成果を、広く地域住民や、連携大学、協力諸機関に見ていただく成果を、広く地域住民や、連携大学、協力諸機関に見ていただく成果を、広く地域住民や、連携大学、協力諸機関に見ていただく成果を、広く地域住民や、連携大学、協力諸機関に見ていただく機会とする。機会とする。機会とする。機会とする。    連携・協働相手     地域住民・斑鳩町教育委員会地域住民・斑鳩町教育委員会地域住民・斑鳩町教育委員会地域住民・斑鳩町教育委員会    地域と共有している 目標・課題等     斑鳩町民憲章の、「歴史と文化を大切にし、貴重な遺斑鳩町民憲章の、「歴史と文化を大切にし、貴重な遺斑鳩町民憲章の、「歴史と文化を大切にし、貴重な遺斑鳩町民憲章の、「歴史と文化を大切にし、貴重な遺産を次の産を次の産を次の産を次の世代に世代に世代に世代に伝伝伝伝ええええます。」「ます。」「ます。」「ます。」「ともに生き、ともに学び、未来を拓く活力のともに生き、ともに学び、未来を拓く活力のともに生き、ともに学び、未来を拓く活力のともに生き、ともに学び、未来を拓く活力のあるまちにします。」に賛同し、これに協働する形で町民の方にあるまちにします。」に賛同し、これに協働する形で町民の方にあるまちにします。」に賛同し、これに協働する形で町民の方にあるまちにします。」に賛同し、これに協働する形で町民の方にも参加していただける文化的行事を行う。も参加していただける文化的行事を行う。も参加していただける文化的行事を行う。も参加していただける文化的行事を行う。    取組・活動の内容（生徒の主体性、具体的活動、連携・協働内容など） 本校歴史文化科生徒が自分たちで設定したテーマに基づき、郷土奈良・斑鳩をはじめと本校歴史文化科生徒が自分たちで設定したテーマに基づき、郷土奈良・斑鳩をはじめと本校歴史文化科生徒が自分たちで設定したテーマに基づき、郷土奈良・斑鳩をはじめと本校歴史文化科生徒が自分たちで設定したテーマに基づき、郷土奈良・斑鳩をはじめとする地域を調査研究し、考察した内容について発表し、評価し合する地域を調査研究し、考察した内容について発表し、評価し合する地域を調査研究し、考察した内容について発表し、評価し合する地域を調査研究し、考察した内容について発表し、評価し合ったったったった。生徒は斑鳩町教育。生徒は斑鳩町教育。生徒は斑鳩町教育。生徒は斑鳩町教育委員会をはじめとする町内・県内の関係者の協力を得て調査活動委員会をはじめとする町内・県内の関係者の協力を得て調査活動委員会をはじめとする町内・県内の関係者の協力を得て調査活動委員会をはじめとする町内・県内の関係者の協力を得て調査活動を行い、郷土の歴史と文を行い、郷土の歴史と文を行い、郷土の歴史と文を行い、郷土の歴史と文化に関する理解を深め、その大切さについての自覚を深め化に関する理解を深め、その大切さについての自覚を深め化に関する理解を深め、その大切さについての自覚を深め化に関する理解を深め、その大切さについての自覚を深めたたたた。。。。     ２．事業の成果と課題  歴史文化科３年生や総合英語科の生徒が、課題研究や専門科目の学習に取り組んだ成果歴史文化科３年生や総合英語科の生徒が、課題研究や専門科目の学習に取り組んだ成果歴史文化科３年生や総合英語科の生徒が、課題研究や専門科目の学習に取り組んだ成果歴史文化科３年生や総合英語科の生徒が、課題研究や専門科目の学習に取り組んだ成果を発表し、今年度は地域住民や、連携大学、協力諸機関に見ていただくことができた。自を発表し、今年度は地域住民や、連携大学、協力諸機関に見ていただくことができた。自を発表し、今年度は地域住民や、連携大学、協力諸機関に見ていただくことができた。自を発表し、今年度は地域住民や、連携大学、協力諸機関に見ていただくことができた。自分たちで設定したテーマに基づき、郷土奈良・斑鳩をはじめとする地域の調査研究を通し分たちで設定したテーマに基づき、郷土奈良・斑鳩をはじめとする地域の調査研究を通し分たちで設定したテーマに基づき、郷土奈良・斑鳩をはじめとする地域の調査研究を通し分たちで設定したテーマに基づき、郷土奈良・斑鳩をはじめとする地域の調査研究を通して、郷土の歴史と文化に関する理解を深め、また学校の取り組みを発信する機会となった。て、郷土の歴史と文化に関する理解を深め、また学校の取り組みを発信する機会となった。て、郷土の歴史と文化に関する理解を深め、また学校の取り組みを発信する機会となった。て、郷土の歴史と文化に関する理解を深め、また学校の取り組みを発信する機会となった。今後は日程面の課題や生徒今後は日程面の課題や生徒今後は日程面の課題や生徒今後は日程面の課題や生徒たちたちたちたちの関心が一層高まる仕組みを探っていきたい。の関心が一層高まる仕組みを探っていきたい。の関心が一層高まる仕組みを探っていきたい。の関心が一層高まる仕組みを探っていきたい。    【参加生徒の感【参加生徒の感【参加生徒の感【参加生徒の感想】想】想】想】    校章でもある身近な桜をテーマにしたが、相手に伝えることの難しさを実校章でもある身近な桜をテーマにしたが、相手に伝えることの難しさを実校章でもある身近な桜をテーマにしたが、相手に伝えることの難しさを実校章でもある身近な桜をテーマにしたが、相手に伝えることの難しさを実感感感感した。チーした。チーした。チーした。チームで困難を乗り越えムで困難を乗り越えムで困難を乗り越えムで困難を乗り越えることがることがることがることができたできたできたできた。。。。  



      
 


